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廃棄物 再資源化リサイクル



コンタクトレンズに関わる廃棄物が増えている

2廃棄されるものを捨てずに再利用する
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■ コンタクト使用者の増加に伴う廃棄物量の変化

● 国内のコンタクトレンズ使用者は、6年で315万人増加（1999年比）し、約1憶5,300万枚のレンズが生産

されている（薬事工業生産動態統計調査をもとに筆者推計）

● 1日使い捨てレンズの生産枚数は10年で約4倍となり（1999年比）、年間14億枚以上のレンズ・空ケースが

捨てられている（2009年時点）

● 近視の増加により、世界のコンタクトレンズ市場は2020年の74億ドルから2050年には102億ドルになると

され、廃棄物量はさらに増加すると推測される

■ 近視人口増加の推測

出典： Brien Holden Vision Institute出典：株式会社メニコン

■ レンズの生産枚数推移

■2週間交換型、□1日使い捨て



使用後のレンズを回収し別の製品にリサイクル

3日本ではレンズ回収は普及していないが、他の廃棄物を回収している
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■ レンズのリサイクル

● 使用済みのレンズを、消費者が回収BOXに入れたり郵送することで回収

● 回収後、細かく粉砕され、圧縮して粉末状にする

● 粉末状にしたレンズを用いて、家具やプラスチック製品化されている

■ Johnson & Johnsonの取り組み

出典： Johnson & Johnson

・使用済みレンズを入れる
回収BOXを設置

・英国全土で1,000か所以上

・ブランド問わず回収可能
・440万個以上のレンズ、

空ケースを回収/リサイクル

米国のTERACYCLEと協働

TERACYCLEとは
本来廃棄物とされてきたもの
を回収し、焼却や埋め立て地
に送るより環境負荷が遥かに
低い、リサイクルやアップサ

イクルを行っている。



4回収率を上げるために企業がするべきこと
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■ 空ケースのリサイクル

● 販売店舗の店頭や学校、市役所等に、空ケースの回収BOXを設置している

● 回収後、プラスチック製品やリサイクル商品に再利用される

● リサイクルしやすい単一素材で、ポリプロピレンが使われておりパレットやクリアファイルに

■ アイシティの空ケース回収運動「ecoプロジェクト」

出典：株式会社シード

■ SEEDのリサイクルフロー

空ケースを回収しリサイクルしている

2

空ケース買取費用
9,145,731円（2021年3月時点）
全額日本アイバンク協会へ寄付

プロジェクト参加
学校1,561校、企業679社、自治体13ヶ所
（2021年3月時点）

空ケース回収数
399.92t（2021年5月時点）

出典： HOYA株式会社アイケアカンパニー



回収方法の改善が今後のポイントとなる

5回収するメリットを作り、リサイクルを当たり前に
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■ 回収しきれていない現状

● アイシティecoプロジェクトにおける空ケースリサイクル比率は1％未満

● 回収に取り組む団体や企業は増えているが、そこに所属していない人には認知されていない

● 販売と回収の繋がりを強化し、消費者に行動を促すメリットが必要

● リサイクルせざるを得ない状況を作り、回収を+aではなく当たり前に

■ 回収方法の変化

従来の回収方法 今後の施策案

⚫ 購入と回収の流れに繋がりがない

⚫ 持っていかなくても問題はない

⚫ 空ケースを返却することで割引・ポイント付与

⚫ ケース代を上乗せした金額で販売し、回収後返金

→消費者にレンズ購入とのつながりを持たせる



参考：廃棄物をごみ箱に捨てていない人もいる
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■ 不適切な廃棄方法

● 消費者の2割はレンズをごみ箱以外に捨て、そのうち5割近くが洗面所や流し、トイレに流している（下記）

● マイクロプラスチックとなり海に流されると、海洋ごみ問題にも影響を与える可能性がある

年齢
いつもゴミ箱以外に

捨てている
時々ゴミ箱以外に
捨てることがある

いつもゴミ箱に
捨てている

全体 20.6% 7.9% 71.5%

15-19 歳 26.6% 9.0% 64.4%

20-24歳 19.8% 7.8% 72.3%

25-29歳 17.8% 7.9% 74.2%

30-34歳 20.9% 7.8% 71.2%

35-39歳 19.9% 8.5% 71.6%

40歳以上 18.2% 5.8% 76.0%

表：一般社団法人日本コンタクトレンズ協会「2019年度コンタクトレンズ消費者実態調査」をもとに筆者作成
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